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＜組織生検について＞ 

a) 主治医が医学的に可能と判断し、同意がえられたならば、治療部位に実際に遺

伝子が入っているかどうかを調べるために第一回目の治療を行った 48-72 時間

後に実施します。しかし短期間に 2 回針をさすことになりますので、体に負担

がかかることもありますので、体の状態を十分考慮して実施するかどうか決め

ます。 

b) もし同意がえられたならば、治療効果を判定するためにアデノウイルスベクタ

ーを注入した部分の生検を治療をはじめて 12 週後、（後で説明するように 12 週

後も治療を継続した場合は治療中 12 週ごと）、治療が終了した 1 年後より 1 年
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